
●
ス
ト
ー
リ
ー

　
沖
縄
県
は
か
つ
て
琉
球
王
国
と
呼
ば
れ
、
独
自

の
文
化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
首
里
城
の
守
礼

門
の
額
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
琉
球
は
「
守

礼
之
邦
（
し
ゅ
れ
い
の
く
に
）＝
礼
節
を
重
ん
じ
る

国
」
と
し
て
中
国
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊
封
使

な
ど
、
外
国
か
ら
来
た
賓
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
も
て
な
し
の
宴
は
国
を
挙
げ
て
の
重
要
な
行
事

で
、
そ
こ
で
差
し
出
さ
れ
た
宮
廷
料
理
や
泡
盛
、

宴
を
盛
り
上
げ
た
組
踊
な
ど
の
芸
能
は
、
今
も
沖

縄
の
誇
り
と
し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
琉
球
王
国
時
代
に
育
ま
れ
た
食
文
化
と
芸
能

は
、「
世
替
わ
り
」
の
歴
史
を
映
し
な
が
ら
連
綿
と

続
く
「
守
礼
の
心
で
」
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
欲
し
い

　こ
の
た
び
、
浦
添
市
が
沖
縄
県
と
那
覇
市

と
共
に
申
請
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
浦
添
は
琉
球

王
統
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、「
琉
球
王
国
」

を
語
る
上
で
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　琉
球
の
古
い
歌
謡
『
お
も
ろ
』
で
は
浦
添

が
「
黄
金
寄
り
集
ま
る
根
の
国
」、「
ゑ
そ
の

い
く
さ
も
い
（
英
祖
王
）
が
夏
に
冬
に
酒
宴

を
開
く
」
豊
か
な
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
か
ら
続
く
文
化
財
群

を
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う

の
厚
み
と
広
が
り
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　今
後
は
、
沖
縄
県
や
那
覇
市
、
民
間
団

体
と
連
携
し
て
国
内
外
に
浦
添
市
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW

祝
日
本
遺
産
認
定

沖
縄
県
・
那
覇
市
・
浦
添
市

ス
ト
ー
リ
ー『
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く

沖
縄
の
伝
統
的
な「
琉
球
料
理
」と「
泡
盛
」、そ
し
て「
芸
能
」』

　
浦
添
市
は
、
14
世
紀
か
ら
「
中
山
」
の
王
都
で
、
琉
球
王
国
の
礎
を
築
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

浦
添
城
跡
や
組
踊
の
創
始
者
玉
城
朝
薫
の
墓
と
い
っ
た
多
く
の
史
跡
と
、
浦
添
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
琉

球
漆
器
」
な
ど
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
と
文
化
財
が
ス
ト
ー
リ
ー
に
組
み
込
ま
れ
、

沖
縄
県
と
那
覇
市
と
共
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
日
本
遺
産
と
は

　
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
2
0
1
5
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
遺
産
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
多
く

の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を一体
的
に
活
用
し
、
国

内
外
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

と
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

沖縄県（那覇市・浦添市）のストーリー
と、これを構成する文化財29件が文化
庁の日本遺産に認定され、認定証交付
式が行われました。（左から）知念覚那
覇市副市長、玉城デニー沖縄県知事、
嵩元盛兼本市教育長＝5月、東京都
（東京国立博物館）

文
化
財
課

渡
久
地
政
嗣

琉球初期の英祖王一族と琉
球王国第二尚氏王統第七代
目国王尚寧王一族の墓。冊封使歓待のための踊奉行に任じられた玉

城朝薫の墓。玉城朝薫は音楽・舞踊・台詞を
総合的に取り入れた組踊を創作しました。

ま
ず
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
欲
し
い

　こ
の
た
び
、
浦
添
市
が
沖
縄
県
と
那
覇
市

と
共
に
申
請
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
浦
添
は
琉
球

王
統
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、「
琉
球
王
国
」

を
語
る
上
で
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　琉
球
の
古
い
歌
謡
『
お
も
ろ
』
で
は
浦
添

が
「
黄
金
寄
り
集
ま
る
根
の
国
」、「
ゑ
そ
の

い
く
さ
も
い
（
英
祖
王
）
が
夏
に
冬
に
酒
宴

を
開
く
」
豊
か
な
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

13世紀に築かれ、14世紀
には高麗系瓦ぶきの正殿
を中心に、石積み城壁で
囲まれた大規模なグスク
（城）。その周辺には寺院
や集落があり、後の王都首
里の原型がここでできあ
がっていました。　

浦添城跡

玉城朝薫の墓（邊土名家の墓）

浦添ようどれ

組踊 中頭方西海道（尚寧王の道）

●1 伊祖城跡

●2 伊祖の高御墓

●３浦添城跡

●4 牧港テラブのガマ

●5 浦添ようどれ

●6 浦添城の前の碑

●7 中頭方西海道（尚寧王の道）

●8 琉球交易港図屏風

●9 旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）

●10 久米村周辺の史跡・旧跡

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

浦添市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市・浦添市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市・浦添市

浦添市

那覇市

那覇市

浦添市

那覇市

那覇市

那覇市・浦添市

那覇市

那覇市

●11 清明祭

●12 ウサンミ（お供え物）

●13 那覇港周辺の旧跡

●14 上天妃宮跡の石門

●15 久米村 600 年記念碑

●16 首里城跡

●17 天使館跡

●18 御冠船料理

●19 琉球舞踊

●20 組踊

●21 玉城朝薫の墓（邊土名家の墓）

●22 識名園

●23 御茶屋御殿跡

●24 朱漆山水人物箔絵東道盆他 43件（琉球漆器）

●25 琉球泡盛

●26 首里城 銭蔵跡

●27 豆腐よう

●28 桔餅（きっぱん）

●29 首里城書院・鎖之間庭園

■構成文化財一覧表（浦添市単独…10 件、那覇市単独…14件、那覇市共同…5 件）
名　　称 所在地 名　　称 所在地 名　　称 所在地

浦添市浦添市

沢岻

経塚大平

内間

仲西

西洲

宮城

城間

港川 伊祖

牧港

西原

当山

仲間
安波茶

屋富祖

勢理客

●３浦添城跡
●5 浦添ようどれ
●6 浦添城の前の碑

中頭方西海道（尚寧王の道）●7

伊祖の高御墓●2

伊祖城跡●1

牧港　
テラブのガマ●4

琉球舞踊●19
組踊●20

浦添の港であった牧港に残る
舜天王にゆかりのある洞穴遺
跡。伝説では12世紀後半に
琉球に来た源為朝の子供が
舜天であったと伝わる。

牧港テラブのガマ

英祖の父祖代々の墓。崖の中
腹の洞穴を利用し、その前面を
石積みで塞いだ墓。県の有形
文化財（建造物）として指定を
受けています。

伊祖の高御墓

1597年に尚寧王の命により、浦添グ
スクから首里城までの道を整備した際
の竣工記念碑。

浦添城の前の碑

りゅうきゅうこう えき こう ず びょうぶ

たまぐすくちょうくん

琉球交易港図屏風

琉球漆器は、琉球王国時代
に冊封使の歓待や中国・日
本への進貢品として用いら
れていた、琉球王国を代表
する美術工芸品です。

琉球王国時代末期の那覇港周辺の
様子を生き生きと描いた屏風です。首
里城や中国から戻った進貢船、薩摩
役人の姿などが描かれています。

琉球国中山の王統として栄えた英祖王
の生誕地。琉球開闢神話のアマミクによ
り造られたグスクとの伝説も残る。

伊祖城跡

玉城朝薫の墓●21
　（邊土名家の墓） 

前田

琉球交易港図屏風●8
朱漆山水人物箔絵東道盆　

他43件（琉球漆器）●24

〈浦添市美術館〉

朱漆山水人物箔絵東道盆他43件（琉球漆器）
しゅうるしさんすい じんぶつ はく え トゥンダー ブン

たか う　はか

浦添市美術館所蔵

浦添市美術館所蔵
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